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1. 発表者の経歴
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発表者の経歴 ※公開版

環境省大臣官房総務課環境情報室

デジタル戦略企画官 常冨 豊

業務：

環境省ＰＭＯの総合とりまとめ

環境省大臣官房総務課環境情報室

室長補佐 眞杉 宏

業務：

環境省ＰＭＯとして活動、主にGIS統合基盤システム
の整備、運用保守対応を実施
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２. 環境省の組織概要
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環境省の組織概要（必要部分のみ抜粋） 青文字：本日の話者の所属

環境大臣

副大臣

大臣政務官

事務次官

地球環境審議官

大臣官房

総務課

地域脱炭素推進審議官

環境保健部

（地域脱炭素推進審議官グループ）

会計課

秘書課

環境情報室

環境再生・資源循環局自然環境局水・大気環境局地球環境局総合環境政策統括官

（総合環境政策統括官グループ）

（施設等機関）

環境調査研修所

国立水俣病総合研究センター

（地方支分部局）

地方環境事務所
（８ヵ所）

（国立研究開発法人）

国立環境研究所
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地方環境事務所等

全国に地方環境事務所８ヵ所、自然環境事務所等が４ヵ所設置されているほか、国立公園、国指定鳥獣保
護区などの管理を行う現地事務所が約80ヵ所あり

○廃棄物・リサイクル対策：各種リサイクル法の適切な運用、災害廃棄物対策・対応

○環境保全対策         ：地域における地球温暖化対策の促進、事業者・民間団体等による環境保全活動支援

○自然環境の保護管理 ：国立公園等の重要な自然景観や多様な生態系の保全・再生、地域の自然・文化とのふれあい促進

○野生生物の保護管理 ：地域との協働による希少種の保全、多様な野生生物の保護管理、外来生物対策
等の業務を実施
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３. GIS統合基盤システム取組経緯
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GIS統合基盤の取組背景

各部局で個別にGISの整備・運用を行う現状によって、整備・運用費用の増大、GIS間での地理データ等の分
断、異なるUIに起因するGIS利活用スキル・ナレッジの分断の発生が取組の背景にある。

各個別GISの整備・運用

• 各システムのサブシステムとして個別にGISを整備・運用

• ※環境省内に8システム（9サブシステム）あり

業務C GIS業務B GIS業務A GIS

ユーザー

フロント
エンド（UI）

GISデータ

バック
エンド

(データ・
機能群)

地形 河川

街区 建物

…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成

…

植物

データ
DL

GISデータ

地形 河川

街区 建物

…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成

…

鳥獣

データ
DL

GISデータ

地形 河川

街区 建物

…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成

…

水質

データ
DL
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GIS統合基盤の運用開始までの取組経過

2021（R3）年度より本格的にGIS基盤の統合に向けた検討を開始。

2022（R4）年度にはPoCを行い、この成果を踏まえ2023（R5）年度にGIS統合基盤の整備を図った。

2021 (R3) 年度

基本構想立案

2022 (R4) 年度

PoC (概念実証) 実施

2023 (R5) 年度

調達、基盤整備

初期仮説
立案、

各ベンダー
からの
情報提供

基盤統合
構想立案

現行個別GIS
棚卸調査

論点
整理

PoC
準備

国立環境研究所
との共同PoC
実施・評価

プロジェクト
計画

調達準備、

公示

入札、

事業者
選定

GIS統合基盤
整備・試験運用

本運用
開始

2024
(R6)年

4月

• インフラ基盤の形態
（スタンドアロン、オン
プレミス、クラウド）

• 使用するGISソフトウェア・サービス

（商用製品／OSS）

• データの種類

• データフォーマット

• データの精度・鮮度・粒度

• データの収集・分析・共有・利用フロー

• データ分析・解析、地図化の手法

• 職員のGIS活用スキル

• GIS活用のための組織体制・ケイパビリティ

• GISの利用目的

• 地図化したい主題
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個別GIS
統合・移行

及び新規システム整備

R5年度GIS統合基盤整備・試験運用（概略）

2023（令和5）年度 2024（令和6）年度
カテゴリ

GIS統合
基盤整備

GIS統合
基盤運用

GIS統合基盤
構築・導入・検証

GIS
ライセンス導入

GISオープンデータカタログ
設定、基盤連携設定

システム試験運用・改善

研修等 (試行)

統合基盤の試験利用

GIS統合基盤の利用システム調整（随時）

構築フェーズ1 構築フェーズ2

▲試験
 運用開始

共通データ検討、一部登録

現行個別GIS統合・移行及び
新規システム整備 技術支援

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 Q1 Q2 Q3 Q4

マイルストン等

入
札
、
事
業
者
選
定

調
達
準
備
、
公
示

本
運
用
開
始

R6年度調達準備・公示
R6年度入札

事業者選定

毎年度
実施

他組織GIS基盤
の連携設定
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4. GIS統合基盤システム概要（目的と効果）
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GIS統合基盤整備の目的

1. 運用・保守

費用の削減

•省内に散在している個別GISシステムを統合することにより、地理データ
及び機能の重複整備や重複管理を解消し、コスト削減・管理の効率化
を図る

3. オープンデータ
推進の円滑化

•公開者：環境に関する地理データの公開フローを整流・効率化

•利用者：地理データを含む多様な環境データの取得の容易化、
有効活用

2. 職員のGIS
利活用促進、
業務効率化

•省内各所でのGIS利活用を拡大するとともに、部署横断での地理情報
の共有を通じて、業務の効率化や行政サービスを向上
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環境省内 既存個別GIS（画面イメージ）※公開版

R5年時点で、環境省では8つ（サブシステムを含むと9つ）の個別GISを運用中（それぞれ異なるGIS基盤を使用）。

さらに、新たなGIS関連システムの整備も計画されている。

水環境総合情報サイト 大気汚染物質広域監視システム PRTRデータ地図上
表示システム

再生可能エネルギー情報
提供システム ”REPOS”

自然環境調査
Web-GISシステム

環境アセスメントデータベース
“EADAS”

クラウドGIS
（環日本海環境
ウォッチシステム）

https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/index.asp
https://soramame.env.go.jp/
http://www2.env.go.jp/chemi/prtr/prtrmap/index.html
https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/index.html
http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html
http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html
https://www2.env.go.jp/eiadb/webgis/index.html
https://map.nowpap3.go.jp/jp/maps/view
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メリット1：個別システムを統合し、共通地理データ等の重複管理を解消、
 システム管理の手間を軽減

業務C GIS業務B GIS業務A GIS

ユーザー

フロント
エンド
（UI）

GISデータ

バック
エンド

(データ・
機能群)

地形 河川

街区 建物
…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成

…

植物

データ
DL

GISデータ

地形 河川

街区 建物
…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成
…

鳥獣

データ
DL

GISデータ

地形 河川

街区 建物
…

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索

集計
主題図
作成

…

水質

データ
DL

GIS統合基盤

GISデータ（個別）

業務A
GISアプリ

業務B
GISアプリ

業務C
GISアプリ

オープンデータ
カタログサイト

GISデータ（共通）

地形 河川 街区 建物 …

GIS機能

レイヤ
設定

空間検索 集計
主題図
作成

エクス
ポート

… 変換・公開

植物 鳥獣 水質

原課室個別のGIS整備・運用 「GIS統合基盤」で共通利用

環境省内にGISの統合ポータル基盤を整備し、省内・関連組織や外部のシステムから地理データを連携させる「分散型統合」を図る。
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メリット2：個別開発を極小化し、整備・運用コストを低減

共通基盤及び包括ライセンスを用いることで、原課室での個別開発・運用費用を低減できる。

費用

GIS 省内包括ライセンス
（原課室利用分を含む）

GIS統合基盤の整備、運用・保守
（共通データ整備・管理を含む）

現行の個別GIS側のシステム改修
※必要時のみ

マップやアプリの作成、運用・保守
※内製化する場合、予算不要

個別データの整備・管理
※内製化する場合、予算不要

個別マップ、アプリ活用に
関する業務支援・研修

独自機能の個別開発、運用・保守
※必要時のみ

GIS統合基盤を用いる場合

個別にGISを整備・運用する場合

GIS製品ライセンス調達

マップやアプリの作成、

運用・保守

システム基盤の整備、

運用・保守

データの整備・管理

マップ、アプリ活用に
関する業務支援・研修

原課室
予算

原課室
予算

情報室
予算
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メリット3：Webブラウザのみで利用可能

日常的な利用シーンでは、高スペックなPCやソフトウェアのインストールは不要。

地方支分部局を含む省内各所でのGIS利活用の拡大を図る。

GISポータル内

GISポータル
（クラウド型GIS）

デスクトップGIS
（GISソフトウェア）

共通データの
利用

Webブラウザからの日常的な利用
専門的・高度な利用

必要な方のみソフト
ウェアをインストール

※一定のPCスペックを推奨
・高度な分析・解析
・紙・PDF地図の作成 等

個別データの
作成・管理

Webマップ、
アプリの
作成・共有

各種GISデータを組み
合わせ、目的別のマップ
やアプリを作成・利用

通常の業務PC
にて利用可能

※大量データや3Dデータの
描画時は、一定のPCスペッ
クが必要な場合あり(地理院地図、市区町村境界、植生図等)

オープン
データ化

地理空間情報に係る機能やデータを省全体や関連組織間で統合的に利用可能な省内共通基盤
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GIS統合基盤の活用例：現地調査・結果共有、データ公開

各種アプリケーションの組合せによる、プログラミングなしでの作成例。

活用シーン

（一例）

• 災害廃棄物仮置場等の現地調査（スマホ等で位置情報や写真、状況メモを投稿）、事務所と即時共有
※再循局 災害廃棄物対策室にて当基盤を利用中

• 動植物種生息・生育域等の現地調査、調査結果マップの作成、
地方環境事務所管内や事務所間、本省との速やかな情報共有

• アクティブレンジャー等の活動エリア・活動状況マップの作成

ジオポータル
(GISオープンデータカタログ)

現地調査アプリ（1）
閲覧ダッシュボード

現地調査先
本省、地方環境事務所内

現地調査アプリ（2）

※GIS統合基盤の
一部として、
情報室にて作成

一般国民

GISポータル

機
能

マップ データ

調査データの
蓄積、地図化

データ
登録

データ
編集

データ
読込

データ
公開
設定

フォーム型
現地調査アプリ

（モバイルアプリあり）

ArcGIS Survey123

ArcGIS Hub

GISデータ公開・
コミュニティ形成アプリ

ArcGIS 
Dashboards

ダッシュボード型
Webアプリ

ArcGIS Field 
Maps

詳細編集型
現地調査アプリ

（モバイルアプリあり）
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GIS統合基盤の整備により期待する効果（まとめ）

コスト削減・効率化や、省・関係組織内外でのGIS利活用の向上が期待される。

効果詳細

GISの整備・運用
コストの低減

（業務効率化）

• 分散型統合により、全体最適の視点で省内GISの運用・管理業務を効率化

• 基本的なGIS機能や共通データはGIS基盤側で整備・運用

• 原課室では、業務・システム固有のデータやマップ、アプリケーション部分の整備・運用に注力

省・関係組織内外
でのGIS利活用
度合いの向上

• ノーコードで操作可能なGIS統合基盤に職員自らがアクセスすることで、省内・関係組織内外での
地理データの共有、マップやアプリケーションの利活用を向上

• GISデータの組織内・組織間の共有

• GIS基盤内のオープンデータをジオポータル（GISオープンデータ）に自動連携

• 省内部局や組織間（環境省-省庁間）をまたいで共通のUI・機能になることで職員の学習コスト
を低減し、GIS活用ナレッジを組織内・組織間で蓄積

• GIS統合基盤を通じて地理データ及びマップ・アプリケーションの公開が進み、国民等が利用すること
で新たな利活用事例を創出

求める効果
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5. GIS統合基盤システム個別GIS移行・新規GIS整備概要
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GIS統合基盤 個別GIS移行・新規GIS整備部局

大臣官房
人事、法令、予算などについての省務の総合調整

政策評価、広報活動、環境情報の収集等

環境保健部
化学物質による環境汚染によって生じる人の健康や生態系に対する影響を防止するための施策を展開

公害による健康被害を受けた方々の迅速かつ公正な保護

地球環境局
地球温暖化防止、オゾン層保護など地球環境保全に関する政府全体の政策推進

環境省に関わる国際機関、外国の行政機関などとの交渉・調整、開発途上地域に対する環境協力

水・大気環境局
大気汚染や水質汚濁の防止、土壌汚染対策等による国民の健康の保護と生活環境の保全

騒音、振動、悪臭などへの対応

自然環境局
健全な生態系の維持・回復、自然と人間との共生の確保に向けての自然環境の適切な保全

さまざまな自然とのふれあいの場の整備

環境再生・資源循環局
東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質汚染への対処（除染、放射性物質に汚染
された廃棄物の処理、中間貯蔵施設の整備・管理）

廃棄物の発生抑制、リユース、リサイクルや適正処理の推進

地方環境事務所、生物多様性センター

環境省

大
臣
官
房

環
境
再
生
・

資
源
循
環
局

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

地
方
環
境
事
務
所

自
然
環
境
事
務
所

環
境
情
報
室

国
立
公
園

 

管
理
事
務
所

国
立
公
園
管
理
官
事
務
所

自
然
保
護
官
事
務
所
等

・・・

GIS統合基盤システムの利活用が想定
される部局等

対象人員：約700名

省内は、システム構築中心（9ｼｽﾃﾑ)

地方は、新規業務利用中心

環
境
保
健
部

地
球
環
境
局

水
・
大
気
環
境
局

自
然
環
境
局

省内 地方
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GIS統合基盤を用いた個別GIS移行又は新規GIS整備のパターン

GIS統合基盤の標準機能のみで業務・機能を実現可能（パターン1）。独自機能が必要となった場合のみ、
ArcGIS包括ライセンス内の製品群を用いた個別機能開発を行う（パターン2）。

GIS
統合基盤
の利用

標準機能のみ
の利用

（基本）

標準機能と
独自機能の
組合せ

（オプション）

• GISポータル内の各種機能やアプリケーショ
ン群を組み合わせ、業務目的に適した仕組
みを作成（ノーコード：画面操作・設定のみ）

• 業務に必要な個別データを整備・管理

• 標準機能では実現できない独自機能等が
必要な場合、独自機能のみ個別開発

✓ 各種アプリケーション群への独自機能部品の
追加（ローコード：若干のプログラミング）

✓ システム固有のGISサーバーやデータベースを
別途設けた、機能・データ処理機能の開発

パターン1

ArcGIS
包括ライセンスを使用

(情報室で調達済)パターン2
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地方環境事務所等への利用ユーザ拡大

各地方環境事務所・自然環境事務所管内では、主にスタンドアロン環境で少数例、独自にGISの利活用が行わ
れてきたが、これらを統合基盤へ一元化するとともに、さらにGISの利活用を促進する取り組みが加わった。
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GIS統合基盤システム研修会でのアンケート ※結果抜粋

本稼働公開前に省内にてGIS統合基盤システムの研修会を行い、アンケートを実施した。参加者150名、アン
ケート回答49名。省内への展開への礎としての検討課題として位置づけている。



25

GIS統合基盤システムに期待することをお聞かせください ※抜粋・要約

• GIS統合基盤全般に関して

• 使えるようになると、とても有用なので今後使っていこうと思うが、慣れるまで時間がかかりそう

• 省内統一システムは、GISの特性を考えるとあるべき姿だと思う。しかし、システムが軌道にのるまでは混乱時期（データ共有によるトラブルなど）を経なければいけないと思っている

• ArcGIS包括ライセンスに関して

• 今後業務に活用していくためにもライセンスを増やして頂きたい

• GIS（地理空間情報）の利活用促進について

• 業務委託資料の中にGISによる作成データがあり、見やすい資料であった。GISを活用して理解しやすい資料作成をしたい

• 業務上使用範囲としては狭いが、非常に重要な情報を視覚的にも確認できるとなると非常に有効なシステムと考えられる。使い方のアイディア次第だが、利用しながら新たな利用のイメージが今後も膨らむと考
える

• 課室内・課室間等の情報共有に関して

• 色々なデータを各課室でダウンロードや設定せずとも共有されること。どこの事務所・課室でも同じデータが使えること

• 基盤内のデータの拡充・共有に関して

• 地図データと連携する各種データの収集・分析と、だれでも利用できるデータ・ベース整備が必要と感じた

• 地図データと連携できる活用可能なデータ集が分からない状況では、利用は促進されないと思われる。また、当該連携データの要望や新規収集・作成・入手等のためのルール化が不明なため、これらの周知・
説明も必要と感じた

• 業務シーンに即した活用・操作に関して

• スマートフォン連動させ、国立公園の巡視業務に生かす。特に特定のポイントからどのように風景が見えるか、その風景をどのように保護できるかについて、建物の建築の影響等の評価に、ArcGIS Proの風景解
析機能などが大変有効

• 研修に関してのご意見

• 省内活用を促進させるのであれば、定期的な説明会や講習会開催を要望する

• ArcGISライセンス等に関するご意見

• 多くの方がGISを使用しているため、ライセンス数を増やしてほしい。業者とも共有し、進捗管理など目に見える管理をし業務に役立ていきたい

• 職員個人の端末で利用できるようになれば使い易くなると思う

• 国土を扱う側面ももつ環境省にはうってつけのデバイスであり、今回の導入を受けて新しいアイデアがたくさん出てくるのではないかと期待している

• 業務での利活用に関するご意見

• 今の業務に取り入れたいので是非マスターしたい

• サクサク作業できるPCスペックと通信環境が重要と考える

・慣れるまで時間がかかりそう

・ライセンスを増やして欲しい

・地図データと連携できる活用可能なデータ
集の周知

・定期的な説明会や講習会開催を要望

・省内統一システムは、あるべき姿

・非常に重要な情報を視覚的にも確認できると
なると非常に有効

・どこの事務所・課室でも同じデータが使えること

・職員個人の端末で利用できると使い易くなる

・国土を扱う側面をもつ環境省にはうってつけの
デバイスであり、今回の導入を受けて新しいアイ
デアがたくさん出てくるのではないかと期待
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6. GIS統合基盤システム中期ロードマップ
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GIS統合基盤の中期ロードマップ

中期的な整備・移行ロードマップを以下に示す。

基本方針

個別GIS
統合・移行

GIS統合
基盤

整備・運用

GIS基盤
利活用促進
（人・組織）

•データ連携による個別GISのマップ・
アプリ移行の、対象システム拡大

•一部システムの全移行

• コアとなるGIS基盤の整備

•データ連携による個別GISのマップ・
アプリ移行（少数システム）

統合基盤の構築 基盤統合の開始・利活用促進

2023(R5).04 2024(R6).04

基盤統合の継続・全移行及び利活用の拡大

•データ連携による個別GISのマップ・アプリ移行の継続（統
合・移行完了）

•一部システムの全移行の拡大

2025(R7).04 2026(R8).04

GIS操作
研修

GIS操作
研修

GIS操作
研修

GIS操作
研修

ArcGIS包括ライセンスの継続契約

地方支分部局管内を中心にGIS統合基盤の利用促進・拡大 ※400、700、1100、2200ユーザ数想定

GIS基盤内の共有データの追加・管理 ※データの組織間共有：約200

GISオープンデータの公開促進 ※データの公開：生物多様性センター

GIS活用に関する省内勉強会等 適時：FAQ、学習リソース案内のGISポータルでの省内公開

次期3カ年包括ライセンス更改準備

GIS統合基盤の利用システム調整／基盤統合・移行調整 ※随時
※災害廃棄物対策室 生物多様性センター
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今後の展望（地に足をつけて。。。。から）

１）本省原課室や地方環境事務所等での業務利活用の促進のために

○ビギナー向け研修会

○ハイレベルユーザー間での情報交換会

○ハイレベルユーザーからビギナーへの知見等の共有会 等の定期的な実施

（ハイレベルユーザーからビギナーへの知見共有については、自主的勉強会等が行われることも期待）

２）他組織との連携（手法は様々なものを想定）

〇施設等機関、開発法人

○地方公共団体

○環境保全活動を行う民間団体等

３）個別GISの基盤統合・移行調整、新規整備
〇移行パターン1、2を基軸に個別GIS統合パターンの具現化
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（ご参考）GIS統合基盤「環境ジオポータル」のご案内

地理空間データに特化した、環境に関するオープンデータ検索サイト。 GIS統合基盤内の地理空間データのうち、
一般公開するデータを広く国民等の皆様が検索、プレビュー、ダウンロードやWebサービス・API利用を行える。

環境ジオポータルのURL：
https://geoportal.env.go.jp

• 原課室での公開操作：

• GIS統合基盤のGISポータル内に登録されて
いる地理データは、共有範囲の設定を行うの
みで完了

• 一般利用者の操作：

• GIS統合基盤の地理データの検索や概要の
閲覧に加え、地理データのプレビューが可能

• 複数のファイル形式でのダウンロード、Webサー
ビス（配信形式）やAPIでの利用も可能

ArcGIS Hub

GISデータ公開・
コミュニティ形成アプリ

https://geoportal.env.go.jp/
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７. おわりに
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御礼

GIS統合基盤システムを構想し、本稼働を迎えさらに推進していく基盤をご支援して頂いた皆様へ感謝いたします。

引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。

ご清聴心より感謝いたします。



環境省
Ministry of the Environment Government of Japan
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